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ー 5つのペット社会課題の解決へ ー

： 家庭系ペットフードロス減少・ペットロスト品アップサイクル

飼い主の想いを廃棄せず、『Re：Born』は、独自にその解決活用を図ります。

大切な家族であるペットもいつか必ず虹の橋を渡ってしまいます。悲しい事ですが。
そしてペットロストのお家にはフードやペット用品が遺されます。またペットが亡くな
ると今は大半がペット葬儀会社にて見送られ、その際たくさんのフード類が供えら
れます。その双方は共に飼い主にとっては想い入れや思い出があるにもかかわらず、
いずれ廃棄されます。その想いの詰まったペットロスト品をゴミにするのではなく
「レインボーアイテム」として『Re：Born』に託して頂き、「遺しもの」を「残しもの」、 
「供えもの」を「備えもの」 として、行政と連携しながら公共型のペット災害備蓄品に
したり、フード類に関しては賞味期限が訪れますのでローリングストックとして、連
携する犬猫保護団体から新たに里親となった家庭に寄付をする事により譲渡活動
や終生飼養を促進させ、殺処分減少にも繋げていきます。

KPI 1
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※ レインボーアイテム ＝ 色々な目的に合わせて変化しながらその橋渡しになるアイテム

注目される事のなかったペットロストによる家庭内でのフードロスやペット用品廃棄。



ー 5つのペット社会課題の解決へ ー

： 事業系ペットフードロス減少

事業系ペットフードロス品を公共型のペット災害備蓄品に。
『Re：Born』は、ペットフードロス品を活用した「ペット防災先進都市」を確立します。

事業で発生するフードロスの課題は、ペットフード業界に於いても同じと言えます。
年間6000～18000トン存在するメーカーや卸会社、販売店等の「売れのこり」を
「憂いのこり」として確保し、公共性をもった災害時のペット用備蓄品にします。行政
と連携し、その備蓄拠点を街中に多くある動物病院やトリミングショップといった
ペット関連事業所、動物専門学校とする事で、日本には未だ存在しない「ペット防災
先進都市」の確立を進めていく事ができます。従来廃棄対象となっていた事業系
ペットフードロス品をペット用災害備蓄品にする事で、財政から拠出し難い災害時
のペット用備蓄を無償で蓄えられると同時に、従来の廃棄ではない新たな価値、役
割を創造できる「レインボーアイテム」としてアップサイクルに繋げる事ができます。

KPI 2
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ー 5つのペット社会課題の解決へ ー

： 犬猫殺処分減少

本当のゴールは保護されている犬猫がそれぞれ家族の下で生涯暮らせる事。
『Re：Born』は、保護団体と連携し、そのゴールまでの距離を縮めていきます。

行政に於ける殺処分数は減少傾向にありますが、殺処分される可能性のある犬猫が
同じ勢いで減っている訳では決してありません。その減少は多くが保護団体による犬
猫の保護により支えられ、その結果、保護団体の資産と時間を著しく圧迫する事態を
招いています。その圧迫を減らすには譲渡活動を進めるしかありません。また、保護
施設は人で言うと孤児院にあたり、人と同じで犬猫にとっても孤児院で一生を終える
事が本当のゴールにはなりません。殺処分減少活動への世の中の支援応援は、その
ほとんどが保護団体に向けられていますが、本当のゴールは新たな家族の下で生涯
暮らせる事であり、『Re：Born』は譲渡先である「里親側」を「レインボーアイテム」を
活用して伴走支援する他にないスキームとなります。そしてそれが結果的に保護団体
の保護頭数を減らし、その資産と時間の圧迫を軽減させる事にも繋がります。

KPI 3
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ー 5つのペット社会課題の解決へ ー

： 低負担飼養者（里親）増加

人とペットの関わり（絆）により、孤独社会にWell-beingを。
『Re：Born』は、ペットの持つ効用を必要とする家庭におけるペット共生を伴走支援
していきます。

ペットと共に暮らす事は、子供や高齢者、障がい者、孤独者に多くのメリットがある事
は今や世界中で報告され、２０２２年には国立環境研究所と東京都健康長寿医療セン
ターの研究チームによって要介護や疾病死亡するリスクが著しく減少する事が発表
されました。しかし、実際にはそういった条件を擁する家庭ほど飼う事が難しい実情
があり、それには経済的問題や時間的リスクがあります。保護団体によっては同条件
を擁する家庭を譲渡先対象から外す事もあり、飼育意向や効用の阻害に繋がるだけ
でなく、譲渡活動の妨げになる事で保護団体側の負担継続にも繋がります。『Re：
Born』と連携した保護団体から犬猫を譲り受けた里親家庭に「レインボーアイテム」
を寄付する事によって飼養負担を軽減できると共に、保護団体としても譲渡先対象
から外していた家庭にも譲渡の可能性を拡げる事ができます。また、「レインボーアイ
テム」での伴走支援によって里親の終生飼養の有無が追跡できます。

KPI 4
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ー 5つのペット社会課題の解決へ ー

  ： 公共型災害用ペット品備蓄

被災者は人だけではない。
『Re：Born』は、災害が起こってから気付き、それでも後回しにされるペット被災を、
想いの詰まった遺しもののバトンで救います。

日本におけるペットの頭数は今や子供の人口よりはるかに多く、その存在も家族や
パートナーという位置付けに変化しています。しかし、全国の行政に於いて人用の災害
備蓄はあっても、人と同じくペットにも必要なフードやシーツ、クレート等のペット災害
備蓄はゼロと言えます。そのペット災害備蓄品の不備は、ペット自体の命はもちろん、
ペットの数だけ存在する飼い主という「人」の避難生活困窮や災害関連死の要因にも
なります。『Re：Born』は「レインボーアイテム」であるペットロスト品やペットフードロ
ス品を公共性のあるペット災害備蓄品にして官民産学連携で「ペット防災先進都市」の
確立を進めていきます。それにより備蓄だけにとどまらず、アニマルウェルフェア（動物
福祉）、ペットフードロス問題、ペット災害備蓄への関心、意識が官民共に増すと同時に、
自身のペットロスト品を「レインボーアイテム」として次の命にバトンする事で市民同士
の相互扶助精神の向上にも期待ができます。また、地方創生のひとつの鍵になります。

KPI 5
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ペットロスト

フード、おやつ、水、
ペットシーツ、玩具、
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ー ACTION (ISHIKAWA)ー

穴水、能登、珠洲、輪島の

ペット同伴被災者へ…..

レインボーアイテムを1件1件寄付
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開催テーマ 「 支え合いのバトンでつなぐ未来のペット社会の実現 」

11/9-10  Re:Borｎアニマルバトンフェスタ2024

【 大阪府豊中市 服部緑地 円形花壇にて 】 9



西日本最大級のソーシャルペットイベントに

来場者 18500人 / ペット 5700頭

10

次回、 Re:Borｎアニマルバトンフェスタ2025

2025/11/1-2
来場者20000人
日本最大級のソーシャルペットイベントに

来場の民間の方から、トラック1.5台分の
「 レインボーアイテム 」 を託されました。

能登半島ペット共生被災者へバトン

2024/12/18-19 （第2次）



〒561-0874 大阪府豊中市長興寺南4-3-21

一般社団法人 アニマルバトン

0120-110-234

TEL06-4865-6006：FAX06-4865-6009

〈本部〉

MAIL：reborn@aiken-kyosei.com

ー CONTACT / ENTRUST / DONATION ー
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